
売上高等報告書（イ）－⑨

※１：

※２：指定業種の売上高を合算して記載することも可。

令和元年１０月

令和元年１１月

令和元年１２月

計

平均　（B）/３

（イ）減少率＝ ％（実績）

（減少率＝ （C－A）／C×100 ： 小数点第２位を切捨て、第１位まで記入すること。）

（ロ）減少率＝ ％（実績見込み）

（減少率＝ B－（A＋D）／B×100 ： 小数点第２位を切捨て、第１位まで記入すること。）

【１：営んでいる業種ごとの最近１年間の売上高】

業種番号・業種名（※１）（※２） 最近１年間の売上高 構成比

業 円 ％

【２：売上高等】

業 円 ％

業 円 ％

全体の売上高 円 100%

業種欄には、営んでいる事業が属する全ての業種（日本標準産業分類の細分類番号と細分類業種名）を記

載。細分類業種は全て指定業種に該当することが必要。

Ａ：最近１か月間の売上高等

年　　　　月 〈Ａ〉　　　　　 　　　　　　　　　　円

D：Aの後２か月間の見込み売上高等

年　　　　月 円

上記売上額については、税務申告による決算した（申告前は「決算する」）金額、及び試算表等の写しの数値と相違

ありません。

　　　　　　年　　　月　　　日

住　所

申請者

B：令和元年１０月から１２月の売上高等

【３：見込み売上高等の理由】

〈D〉　　　　　 　　　　　　　　　　円

年　　　　月 円

円

円

円

〈B〉　　　　　 　　　　　　　　　　　　円

〈C〉　　　　　 　　　　　　　　　　　　円合計（A＋D） 円

計


